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燕労災病院の理念 

 

◎働く人々と、地域の人々の

ために最善の医療を目指し

ます。 

 

病院の基本方針 

 

◎安全で質の高い医療の提

供を目指します。 

 

◎勤労者の健康管理を支援

します。 

 

◎医療に関する教育・研修を

支援します。 

 

◎地域の人々の健康を守り、

福祉に寄与します。 

 

目次： 

 

 

 

 本年 4 月に中央検査部長として釧路労災病院から赴任してきた渡辺 

実です。「着任のあいさつ」とはありますが、着任から半年が過ぎて

かなり新鮮味が薄れているような後ろめたさも感じています。 

 着任する前に当院の状況が他の労災病院とは異なっているようだ、

という話を耳にしていましたが、詳しいことを理解しないまま当検査

部に着任しました。 

それから半年を経て、労働者健康安全機構が当院を新潟県に移譲し、

新潟県が「県央基幹病院」の整備を目指しているということが少しず

つ理解できるようになりました。年余にわたる議論を経て現在に至っ

ているようですが、計画の実施までにはまだ、時間を要するのかなと

予測しております。 

 整備計画が実現するまでに「決まっていない」ことがたくさんある

ので、検査部の中でも「県央基幹病院」を具体的にイメージできてい

る人はいないように思います。これからすぐに、と言う訳でもありま

せんが、いずれ「県央基幹病院」の計画が具体化し、中央検査部とし

て「決めるべき」ことがたくさん出てくると思われます。大げさな言

い方をすると「病院造り」に加わることになるのかと思います。 

 例えば病院施設内における中央検査部の占める位置や整備すべき

機器の種類、それらの機器の配置及び導線の検証などは「決めるべき」

ことの例として短時間のうちに私の頭をよぎりました。そしてそれら

の事柄が決定する都度、いろんな制約も出てくるであろうことも予想

しています。 

 負荷の少ない今のうちに検査部のみなさんと理想とする検査部像

をぼんやりと空想してみたいと思います。そして「病院造り」という、

またとない機会に関わっていることを意識してもらいたいと考えて

います。 

 燕労災病院は平地の中にあり、空が広いという印象があります。こ

こで一夏を過ごして、その広い空から容赦なく降り注ぐ日差しに面食

らいました。 

 私は、宿舎の部屋の排気口にスズメのつがいが巣を作り、甲斐甲斐

しくヒナを育て上げる姿を観察しつつ暑さを紛らわせていました。昼

間の暑さを避けて夜になってから外に出た時に、ふと、一度は佐渡に

横たう天の川を見てみたいなと思い、その思いにはまだ新鮮味が残っ

ています。

* 新任あいさつ 
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* 医療安全推進週間のご案

内 

* 医療福祉相談室のご紹介 
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* 看護外来の紹介(糖尿病

療養指導外来) 

* 世界糖尿病デーのお知ら

せ 
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*外来診療科別担当医師表 
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【   着任挨拶   】 

                 中央検査部長  渡辺 実 
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 地域の皆様が安全にお過ごしいただけるよう、介護用品展示や、自宅でできる簡単体操など、 

院内でイベントを開催します。お誘いあわせのうえ、お気軽にお立ち寄りください。 

 

内容：11月 22日（火） 栄養相談 9:00～ 

講演：誤嚥について・誤嚥予防の食事のコツ講演 

10:00と 11:00からの 30分 

 

   11月 24日（木） 9：00～12:00 介護用品展示 

 

11月 24日（木） 11:15～11:45 コツコツ運動して転倒予防 

※軽い運動ができる服装でおいでください。 

 

11月 25日（金） 9：00～12:00 薬剤師による自宅での内服管理・薬剤相談 

 

11月 21日（月）～25日（金） 在宅用薬剤管理用品等の展示 

               介護用品の紹介・展示（11月 23日を除く） 

               ポスター展示（チーム医療活動の紹介） 

 

 

場所：いずれも燕労災病院の外来ホール 

 

問い合わせ先：燕労災病院 総務課☎0256(64)5111 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 1 日付けで、医療福祉相談室に看護師 2 名が配属とな

り、医療福祉相談室は MSW2名と事務職 2名の 6名となりまし

た。 

患者さまが住み慣れた環境で療養や生活が送れるように、

また医療の連携や福祉・介護の連携がスムーズに行えるよう

に役割を果たしていきたいと考えております。 

安心して相談できる関係つくり、顔の見える関係つくりを

目指していきたいと思います。 

 

 

 

医療福祉相談室 コーディネーター 川上
かわかみ

 一美
ひ ろ み
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【 医療安全推進週間のご案内 】 
 

  

 

 

 

 
地域の皆様が安全にお過ごしいただけるよう、介護用品展示や、自宅でできる簡単体操など、院内でイベン

トを開催します。 

お誘いあわせのうえお気軽にお立ち寄りください。 

 

内容：11月 22日（火） 栄養相談 9:00～ 

講演：誤嚥について・誤嚥予防の食事のコツ講演 

10:00と 11:00からの 30分 

 

   11月 24日（木） 9：00～12:00 介護用品展示 

 

11月 24日（木） コツコツ運動して転倒予防 

11:15~30分 

※軽い運動ができる服装でおいでください。 

 

11月 25日（金） 9：00～12：00 薬剤師による自宅での内服管理・薬剤相談 

 

11月 21日（月）～25日（金） 在宅用薬剤管理用品等の展示 

                介護用品の紹介・展示  

                 （11月 23日を除く） 

                ポスター展示（チーム医療活動の紹介） 

 

 

場所：いずれも燕労災病院の外来ホール 

 

問い合わせ先： 燕労災病院 総務課☎０２５６・６４・５１１１ 

 

 
 

【 医療福祉相談室のご紹介 】 
 

  

 

 

 

 
地域の皆様が安全にお過ごしいただけるよう、介護用品展示や、自宅でできる簡単体操など、院内でイベン

トを開催します。 

お誘いあわせのうえお気軽にお立ち寄りください。 

 

内容：11月 22日（火） 栄養相談 9:00～ 

講演：誤嚥について・誤嚥予防の食事のコツ講演 

10:00と 11:00からの 30分 

 

   11月 24日（木） 9：00～12:00 介護用品展示 

 

11月 24日（木） コツコツ運動して転倒予防 

11:15~30分 

※軽い運動ができる服装でおいでください。 

 

11月 25日（金） 9：00～12：00 薬剤師による自宅での内服管理・薬剤相談 
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11月 14日は、国連で公式認定された世界糖尿病デーです。全国各地で、

糖尿病啓発キャンペーンが繰り広げられます。当院でも、糖尿病啓発活動

の一環として、糖尿病ランチョンセミナーを開催致します。 

 

日時：平成 28年 11月 14日（月）11時 30分～15時 00分 

  

場所：燕労災病院 3階会議室 

 

内容：限定 20名の方に栄養バランス食（500円）を提供いたします。 

お食事をとりながら、糖尿病教室を受けていただきます。また、お食事前後に血糖測定

をおこないます。 

その他、糖尿病に関するご質問やご相談もお受けいたします。 

 

予約：10月 11日より、内科外来受付にて食事チケットを販売いたします。 

 

問い合わせ先：燕労災病院 内科外来  0256(64)5111 
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【 看護外来の紹介  糖尿病療養指導外来  】 
 

【編集部より】 
   台風が去ったあとは、めっきり秋らしい季節となりました。食欲の秋、スポーツの秋、芸術の秋、皆さ

んは秋といったら何が浮かびますか？私はやっぱり食欲の秋、新米や秋刀魚、そして栗のおいしい季

節ですね。栗が大好きな私は、栗おこわや栗ソフトクリームを食べに、小布施に行きたいと思う今日 

この頃です。秋の夜長、読書や音楽鑑賞もいいですね。（ゆ）                        
 

高齢化社会となり、糖尿病人口は増加する一方で、合併症を有する患者さま

も増え続けています。自分で食事が調理または準備ができない・自分で内服管

理ができない等、充実した糖尿病療養生活を送れない人が多く存在します。糖

尿病療養指導外来は、糖尿病看護認定看護師と日本糖尿病療養指導士が中心

となって、当院に通院している糖尿病患者さまに対し、主に療養相談やフットケア

支援・血糖自己測定やインスリン自己注射の手技獲得支援をおこなっています。

糖尿病治療の基本は、１に食事、２に運動、３に薬物療法と言われており、セル

フケア支援が重要です。接する糖尿病患者さまが、現在のＱＯＬを向上または維

持ができるよう関わっていきたいと考えています。 

糖尿病の療養生活上のご相談等がありましたら、内科外来にお電話ください。 
 

【 「世界糖尿病デー」イベントのお知らせ  】 
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